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再検討を行ったのが J. F. モリス氏である。その論点は多岐にわたっているが、本稿との
関わりでは、菊池氏が指摘した「飢餓移出」が、官僚機構においては藩主家財政への貢献
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本稿で分析対象とするのは、仙台藩士・荒井東吾（宣昭）が、天保 8 年（1837）8 月か
ら翌年 10 月にかけて記した、天保 7・8 年飢饉からの復興に関する意見書や、役人とし
ての実務に関する書類を自らとりまとめた「民間盛衰記」という表題の史料である(注 1)。













荒井東吾は禄高 29 石、家格は仙台藩の 下級の武士である大番士であった(注 3)。また
慶応元年（1865）70 歳で没したとされるから(注 4)、寛政 7 年（1795）生まれ、「民間盛衰
記」所収の 初の意見書を作成した天保 8 年時点では 44 歳ということになる。役人とし





多くの意見書を残しており、その記載などから断片的に判明する（表 2）。天保 2 年
（1831）2 月 15 日には「赤子教導役」を拝命し、その後 50 日間かけて藩領南部を廻村し
堕胎・間引きの防止など生活教諭を行ったという(注 5)。また天保 5 年（1834）4 月の意見
書(注 6)では、在方支配の臨時的な役職かと思われる「御郡方当座仮役」を皮切りに「諸御
役」を勤め、就任時期は不明だが天保 4 年 10 月まで代官を勤めたという。その役替後の










「民間盛衰記」に収録された史料の時期、その内容から、荒井は天保 8 年（1837）8 月















天保 7 年は春先から気候不順であった［菊池 1997198199］。禄高 50 石の下級藩士
であった別所万右衛門の記録によれば、春先から低温・長雨の天候不順が続き、六月には
「凶年」となるとの認識が広がっていたという(注 8)。仙台城下町では藩による米穀の払い
下げが実施され、7 月 26 日には食糧確保のため有力商人たちが他領米の買付を命じられ
ている。有力商人の資金を活用しながら、早急な対応が成されていたといえる。それにも
関わらず同月末には「世間凶年決定、天明之飢饉より増ニ成可申ト大患ス｣(注 9)と、仙台



































































の実施により、仙台藩からは正貨 30 万両が流出したとの指摘がある［伊東 1979224］
が、すでに天保 8 年初頭の段階で、「郡村」と呼ばれた在村での救済政策に影響がおよん
でいた。別所の記録には、同年 2 月 5 日、出入司の桜田良佐邸で行われた、出入司 4 名
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は万策尽きた人々が大量に餓死していた(注 16)。また、石巻（宮城県石巻市）周辺 13 ヶ村



























































































































丞家の記録には、天保 4 年から 8 年の凶作をめぐる百姓層の動向と備荒貯蓄の状況が示












































る(注 22)。気仙郡では天保 4 年 12 月初めに穀物の「御貸し方」が実施されることとなった。
今泉宿では人数割りについて「村・町吟味」を行い、「当分よろしき百姓」を除く「十四・
五軒」に対し籾と麦が 6 升ずつ、稗 3 斗が貸し付けられた。ところが「当分間に合い候
につき除かれ」た者たちから不満が挙がったため、稗 2 俵ずつが「人頭割り」で貸し付












































































は、文化 14 年（1817）に同浜肝入の主導で、北上川中洲の「荒廃の地」6 貫 400 文（64
石）を「後年の備」とするため再開発が実現している(注 25)。また天保 4 年に出入司を退




















































天保 8 年 11 月 1 日付の「上書演告書」（13）では、荒井がこの「備田畑」を管轄領域
を越えて、仙台藩全体での備荒貯蓄システムの中に位置づけようとする議論を展開してい
たことがわかる。その背景となったのは、仙台城下町の備荒貯蓄案であった。「上告演説




















































畑」の有効性を確信する荒井の意識がうかがえよう。その後の動向について、天保 9 年 7



















た天保 8 年末から翌 9 年にかけて提出されている。この中では、第 1 章で述べた天保 8
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いてさらなる人材登用を提言したのである。実は荒井は柴田郡赴任中から、「荒所起返方
御用」に際して村役人を「御用係り」に登用し、彼らが「大肝入格」の身分を与えられて














































































































































































































































録(注 33)には、天保 7 年 12 月から翌年 6 月にかけて、同地域における直臣 11、陪臣 1、足
軽 2 件の合計 14 件にもおよぶ武士層からの救済願が掲載されている。詳述は避けるが、




























































































































































































































その後の荒井であるが、表で示したように天保 11 年（1840）10 月に郡奉行に就任し









( 1 ) 阿刀田令造『郷土の飢饉もの』（斎藤報恩会 1943 年）所収。
( 2 ) 石垣宏ほか編『翻刻荒井宣昭選集』（今野印刷 1995 年所収）、45 頁。同書は荒井
の意見書 7 冊を翻刻掲載している。
( 3 ) 禄高と家格については「伊達家世臣伝」（『仙台藩歴史事典』仙台郷土研究会 2004
年所収）による。
( 4 )『仙台人名大辞典』「荒井宣昭」の項目。以下注記なき限り荒井の経歴は同書による。
( 5 ) 荒井宣昭「赤子養草」（高橋梵仙『日本人口史之研究』第 2 丸善 1960 年所収）。
( 6 ) 前掲注（2）書所収「天保五年四月上書」。
( 7 ) 前掲注（1）書所収「玉虫崇茂日記中の天保飢饉記事」。
( 8 ) ｢天保凶歳日記」三（東北大学附属図書館所蔵）。全五冊の記録である。以下ここか
らの引用は「「天保凶歳日記」（巻数）、（日付）」のように記す。なお、史料の全文翻
刻を拙著『18～19 世紀仙台藩の災害と社会 別所万右衛門記録』（東北アジア研究叢
書第 38 号、2010 年）に所収した。合わせて参照されたい。
( 9 ) ｢天保凶歳日記」3、天保 7 年 7 月 28 日条。
(10) ｢天保凶歳日記」2、天保 5 年 5 月 1 日条。なおこの件については拙稿「さむらい達
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(12) ｢天保凶歳日記」3、天保 8 年 4 月の項。
(13) ｢天保凶歳日記」3、天保 8 年 2 月 5 日条。
(14) 飯沢は天保 7 年 9 月 5 日に「御救助方存慮申上」を理由に出入司および「御救助係
リ」に登用されたという（「天保凶歳日記」3 同日条）。藩主名で実現した献策の機
会が、藩官僚としての登用・出世につながることを示す事例であろう。
(15) ｢天保凶歳日記」4、天保 8 年正月の項。なお城下町でも「此節御城下町々アキ家多






(19) ｢天保凶歳日記」2、天保 5 年 10 月の項。なお［仙台市 20035368］も参照。
(20) 具体的な検討は今後の課題としたいが、仙台藩では「礼記」の引用例として宝暦 4




(21) ｢万商覚」『 上紅花史料』（山形県河北町 1997 年）所収。以下柴田郡の事例に
ついては注記なき限り同書による。
(22) 渡辺兼男編『角屋敷久助覚牒』（共和印刷企画センター、1994 年）、史料番号 32 の
15。





(25) ｢追波記」『北上町史』資料編 2（北上町 2006 年）所収。
(26) ｢古伝秘録」『日本経済大典』28（復刻版 鳳文書館 1992 年）所収。
(27) 前掲注（18）「金穀御備立等三ヶ条之留」。
















(34) ｢天保凶歳日記」5、天保 9 年 8 月 27 日条。
(35) ｢寒風夜話」（『日本経済大典』28 所収）。
(36) ｢可験録」（『日本経済大典』28 所収）、「諸侯国産を商ふは大謬なるを論ず」。































































J. F. モリス 1988
『近世地方知行制の研究』、清文堂出版













なお本稿脱稿後、J. F. モリス『近世武士の「公」と「私」 仙台藩士玉蟲十蔵のキャ
リアと挫折』（清文堂出版 2009 年）を得た。本稿に関連する新たな論点も示されている
が、その検討は今後の課題としたい。
